
JP 2008-517918 A5 2008.10.2

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公表番号】特表2008-517918(P2008-517918A)
【公表日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
【出願番号】特願2007-538033(P2007-538033)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/085    (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/569    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/31     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/085   ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/569   　　　Ｅ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  14/31    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月12日(2008.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１～配列番号３２、それらの生物学的均等物、又はそれらの断片のうちの１以上
から選択されるアミノ酸配列を有するポリペプチド
を含む、免疫原性組成物。
【請求項２】
前記ポリペプチドが、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓを感染さ
せたウサギ血清中の抗体と免疫反応性である、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項３】
前記ポリペプチドが１以上のウサギ血清タンパク質と結合する、請求項１又は２に記載の
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免疫原性組成物。
【請求項４】
薬学上許容可能な担体をさらに含む、請求項１～３のいずれか１項以上に記載の免疫原性
組成物。
【請求項５】
１以上のアジュバントをさらに含む、請求項１～４のいずれか１項以上に記載の免疫原性
組成物。
【請求項６】
前記ポリペプチドがＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ由来である
、請求項１～５のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項７】
前記ポリペプチドが異種アミノ酸をさらに含む、請求項１～６のいずれか１項以上に記載
の免疫原性組成物。
【請求項８】
前記ポリペプチドが融合ポリペプチドである、請求項１～７のいずれか１項以上に記載の
免疫原性組成物。
【請求項９】
前記ポリペプチドが組換えポリペプチドである、請求項１～８のいずれか１項以上に記載
の免疫原性組成物。
【請求項１０】
前記ポリペプチドがＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓから単離さ
れたものである、請求項１～９のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項１１】
前記ポリペプチドがＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの中和エピ
トープを含む、請求項１～１０のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項１２】
前記ポリペプチドがリポタンパク質である、請求項１～１１のいずれか１項以上に記載の
免疫原性組成物。
【請求項１３】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの多糖類抗原をさらに含む、請
求項１～１２のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項１４】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓの多糖類抗原又はポリペプチド抗原をさら
に含む、請求項１～１３のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項１５】
請求項１～１４のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物であって、
　前記ポリペプチドが、
　配列番号８、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１４、配列番号１
８、配列番号１９、配列番号２０、配列番号２３、配列番号２６、配列番号２７、及び配
列番号３０、それらの生物学的均等物、又はそれらの断片からなる群から選択されるＳｔ
ａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓポリペプチド配列
を含む、免疫原性組成物。
【請求項１６】
請求項１～１５のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物であって、
　前記ポリペプチドが、
　配列番号３３～配列番号６４、又はそれらの縮重改変体、又はそれらの断片のうちの１
つから選択されるヌクレオチド配列と少なくとも約９５％の同一性を有するヌクレオチド
配列を含むポリヌクレオチド
によりコードされる、免疫原性組成物。
【請求項１７】
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前記ポリヌクレオチドがＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ由来で
ある、請求項１～１６のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項１８】
請求項１～１７のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物であって、
　前記Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓのポリヌクレオチド配列
が、配列番号４０、配列番号４２、配列番号４３、配列番号４４、配列番号４６、配列番
号５０、配列番号５１、配列番号５２、配列番号５５、配列番号５８、配列番号５９、及
び配列番号６２、又はそれらの縮重改変体又はそれらの断片からなる群から選択される、
免疫原性組成物。
【請求項１９】
前記ポリヌクレオチドが異種ヌクレオチドをさらに含む、請求項１～１８のいずれか１項
以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項２０】
配列番号３３～配列番号６４、又はそれらの縮重改変体、又はそれらの断片のうちの１つ
から選択されるヌクレオチド配列を有し且つ発現ベクター中に含まれるポリヌクレオチド
を含む、免疫原性組成物。
【請求項２１】
請求項２０に記載の免疫原性組成物であって、前記Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐ
ｉｄｅｒｍｉｄｉｓポリヌクレオチド配列が、配列番号４０、配列番号４２、配列番号４
３、配列番号４４、配列番号４６、配列番号５０、配列番号５１、配列番号５２、配列番
号５５、配列番号５８、配列番号５９、及び配列番号６２、又はそれらの縮重改変体、又
はそれらの断片からなる群から選択される、前記免疫原性組成物。
【請求項２２】
前記ベクターがプラスミドＤＮＡである、請求項２０又は２１に記載の免疫原性組成物。
【請求項２３】
前記ポリヌクレオチドが組換えポリヌクレオチドである、請求項２０～２２のいずれか１
項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項２４】
前記ポリヌクレオチドがＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ由来で
ある、請求項２０～２３のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項２５】
前記ポリヌクレオチドが異種ヌクレオチドを含む、請求項２４に記載の免疫原性組成物。
【請求項２６】
前記ポリヌクレオチドが、１以上の遺伝子発現調節エレメントと機能可能に連結されてい
る、請求項２０～２３のいずれか１項以上に記載の免疫原性組成物。
【請求項２７】
前記ポリヌクレオチドが、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの中
和エピトープの前記発現を導く、請求項２４に記載の免疫原性組成物。
【請求項２８】
トランスフェクション促進剤をさらに含む、請求項２０～２３のいずれか１項以上に記載
の免疫原性組成物。
【請求項２９】
前記トランスフェクション促進剤がブピビカインである、請求項２８に記載の免疫原性組
成物。
【請求項３０】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓに対する免疫応答を引き起こす
ための組成物であって、
　配列番号１～配列番号３２又はそれらの生物学的均等物又はそれらの断片ののうちの１
以上から選択されるアミノ酸配列を有するポリペプチド、及び
　薬学上許容可能な担体
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を含む、組成物。
【請求項３１】
前記ポリペプチドが異種アミノ酸をさらに含む、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３２】
前記ポリペプチドが融合ポリペプチドである、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
アジュバントをさらに含む、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３４】
前記ポリペプチドが組換えポリペプチドである、請求項３０又は３１に記載の組成物。
【請求項３５】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓに対する免疫応答を引き起こす
ための組成物であって、
　配列番号３３～配列番号６４、又はそれらの縮重改変体、又はそれらの断片ののうちの
１以上から選択されるヌクレオチド配列を有するポリヌクレオチド、及び
　薬学上許容可能な担体
を含む、組成物。
【請求項３６】
ベクターをさらに含む、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３７】
前記ベクターがプラスミドＤＮＡである、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３８】
前記ポリヌクレオチドが組換えポリヌクレオチドである、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３９】
前記ポリヌクレオチドが異種ヌクレオチドをさらに含む、請求項３５に記載の組成物。
【請求項４０】
前記ポリヌクレオチドが、１以上の遺伝子発現調節エレメントに機能可能に連結されてい
る、請求項３５に記載の組成物。
【請求項４１】
アジュバントをさらに含む、請求項３５に記載の組成物。
【請求項４２】
トランスフェクション促進剤をさらに含む、請求項３５に記載の組成物。
【請求項４３】
前記トランスフェクション促進剤がブピビカインである、請求項４２に記載の組成物。
【請求項４４】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓに対する免疫応答を引き起こすための組成
物であって、
　配列番号８、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１４、配列番号１
８、配列番号１９、配列番号２０、配列番号２３、配列番号２６、配列番号２７、及び配
列番号３０、それらの生物学的均等物又はそれらの断片からなる群から選択されるＳｔａ
ｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓポリペプチド配列
を含む、組成物。
【請求項４５】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓに対する免疫応答を引き起こすための組成
物であって、
　配列番号４０、配列番号４２、配列番号４３、配列番号４４、配列番号４６、配列番号
５０、配列番号５１、配列番号５２、配列番号５５、配列番号５８、配列番号５９、及び
配列番号６２、又はそれらの縮重改変体、又はそれらの断片からなる群から選択されるＳ
ｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓポリヌクレオチド配列
を含む、組成物。
【請求項４６】
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生物学的サンプル中のＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの検出及
び／又は同定のための方法であって、以下の工程：
　　（ａ）該サンプルを、配列番号３３～配列番号６４、又はそれらの縮重改変体、又は
それらの断片のうちの１つから選択されるヌクレオチド配列を含むポリヌクレオチドのオ
リゴヌクレオチドプローブと、ハイブリダイゼーションを可能にさせる条件下で接触させ
る工程；及び
　　（ｂ）該サンプル中のハイブリダイゼーション複合体の存在を検出する工程であって
、ハイブリダイゼーション複合体が該サンプル中のＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐ
ｉｄｅｒｍｉｄｉｓの存在を示す工程、
を含む、方法。
【請求項４７】
生物学的サンプル中のＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓに対する
抗体の検出及び／又は同定のための方法であって、以下の工程：
　　（ａ）該サンプルを、配列番号１～配列番号３２、又はそれらの生物学的均等物、又
はそれらの断片のうちの１つから選択されるアミノ酸配列を含むポリペプチドと、免疫複
合体形成を可能にさせる条件下で接触させる工程；及び
　　（ｂ）該サンプル中の免疫複合体の存在を検出する工程であって、免疫複合体が該サ
ンプル中のＳｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓの存在を示す工程、
を含む、方法。
【請求項４８】
Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓに対する免疫応答を引き起こす
方法に用いるための、請求項１～２９のいずれか１項以上に記載の組成物。
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